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非常に暑くなってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。熱中症には充分注意をし、ご自

愛願います。 

日頃は公明党にご支援いただき大変に有り難うございます。 

皆様の更なるご支援宜しくお願い致します。 

 

平成３０年６月豊田市議会定例本会議が６月８日（金）から ６月２５日（月）までの日程で開

会しました。 

 

地方税法の一部改正に伴い、個人市民税の障害者、未成年者、寡婦及び寡夫に対する非課税措置

の所得要件の変更その他所要の改正を行う「豊田市市税条例等の一部を改正する条例」はじめ一

部を改正する条例が６議案、市民の健康保持及び医療体制の充実を図るため、豊田地域医療セン

ターを改築する「工事請負契約の締結について」の工事請負契約の締結議案が１５議案、老朽化

した基幹バスの更新により安心安全なバス運行に寄与するとともに、バス運行のサービス拡充を

図るため、バス車両を購入する「財産の取得」が５議案、執行部から提出された議案６９号から

９７号までの２９議案を慎重に審議し、議決致しました。 

 

３０年度の豊田市一般会計補正予算も市民の皆様の暮らしに役立つ為に計上されているかどう

かについても厳正に審議をし、議決致しました。 

 

 

 

 

６月議会が開催されま

した。 

一般質問を行いました。 
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質問内容 大項目 健康寿命対策について（１８項目の質問）一部紹介 

Q：本市が取組んでいる更なる特定健診受診率向上はどの様に進めているのか。 

A :従来の広く市民へ向けた啓発や未受診者全体への働きかけだけでなく、対象者を絞り込んだ

効率的な勧奨が必要であると考えています。 

・たとえば、未受診者を年代や性別、受診歴などのタイプ別に分類し、分類に合わせた適切な

方法により受診勧奨を進めます。 

・実施後の評価により、効果の高い取組は継続し、効果が低いと判断した取組では、対象者や

勧奨方法を見直して、より効果的な取組となるよう改善を繰り返していきます。 

・また、厚生労働省の作成した「受診率向上施策ハンドブック」や、受診率の高い他地域の取組

も参考にしながら、受診率の向上に努めてまいります。 

Q：ワンコイン健診についての、進捗状況。 

A : ・いわゆる「ワンコイン検診」については、昨年度から状況は変わっておらず、導入は考え

ていません。 

Q：最新の肝炎ウィルス検査の受診者数及び啓発の取組 

A : ・平成 29年度の肝炎検診の受診者数は、3,905 人です。 

・受診啓発の取組としては、毎年 3月末にがん検診の受診券を送る際、過去に本市の肝炎検診

を受診していない 40 歳以上の 5歳刻みの人を対象に、無料で肝炎健診を受けられる受診券を

同封しています。 

・また、たとえ、受診券が無くても、肝炎の感染不安がある人は、市内 105 の健（検）診協

力医療機関で、無料で検査が受けられます。 

 

今後も市民の皆様が安心安全に暮らしていけます様に頑張って参ります。 

 

横断歩道が消えて分りにくくなっていました（雨天の夜は非常に見にくい状況でした） 

高橋町４丁目交差点 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

法律相談を実施！次回の相談日は… 

日時 ： ７月 １０ 日（火）18:30～20:30  

日時 ： ８月  ７ 日（火）18:30～20:30    

会場 ： 福祉センター ３Ｆか４Ｆ 

連絡先：豊田市役所  ＴＥＬ：31-1212 公明党議員控室 
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地域の声届きました。 きれいになりました。 


